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（１）審議概観

第179回国会において本委員会に付託さ

れた法律案は、内閣提出２件及び本院議

員提出１件の合計３件であり、そのうち

内閣提出２件を可決し、本院議員提出１

件を継続審査とした。

また、本委員会付託の請願34種類118件

のうち、２種類９件を採択した。

〔法律案の審査〕

国民年金法等の一部を改正する年金

法律等の一部を改正する法律案（第177回

は、基礎年金に係る国国会閣法第22号）

庫負担割合を２分の１とするため 平成23、

年度において国庫は36.5％の国庫負担額

と２分の１の国庫負担額との差額を負担

するものとするほか、平成24年度から税

制の抜本的な改革により所要の安定財源

の確保が図られるまでの間の基礎年金の

国庫負担については、国庫が36.5％と２

分の１との差額を負担するよう、必要な

法制上及び税制上の措置を講ずるものと

する等、所要の改正を行おうとするもの

である。なお、平成23年度の差額の負担

に充てるための財源について、当初予定

していた臨時財源が東日本大震災に対処

するために活用されたこと等から、第177

回国会及び第179回国会において内閣修正

が行われ、復興債の発行による収入金を

活用することとされた。また、衆議院に

おいては、平成24年度からの差額の負担

に充てるための財源について 「必要な税、

制上の措置を講じた上で」とする修正が

行われた。

委員会においては、基礎年金国庫負担

割合２分の１を維持するための財源確保

策、社会保障と税の一体改革における年

金制度改革の方向性、年金の物価スライ

ド特例水準解消が及ぼす影響、新しい年

金制度の創設に向けた検討状況等につい

て質疑が行われ、討論の後、本法律案は

多数をもって原案どおり可決された。

特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給肝炎

付金等の支給に関する特別措置法案（閣

は、集団予防接種等の際の注法第５号）

射器の連続使用により、多数の方々にＢ

、 、型肝炎ウイルスの感染被害が生じ かつ

その感染被害が未曽有のものであること

に鑑み、この感染被害の迅速かつ全体的

な解決を図るため、確定判決又は和解若

しくは調停で、Ｂ型肝炎ウイルスに感染



したことを証明された方々とその相続人

に対し、その病態等に応じた額の特定Ｂ

型肝炎ウイルス感染者給付金（以下「給

付金」という ）等を支給しようとするも。

のである。衆議院においては、給付金等

の支給に充てるため社会保険診療報酬支

払基金に対して政府が交付する資金につ

いては、平成24年度において必要な財政

上及び税制上の措置を講じて確保するも

のとする修正が行われた。

委員会においては、除斥期間を経過し

た患者等への対応、平成24年度以降の財

源確保の見通し、総合的な肝炎対策推進

の必要性等について質疑を行った。質疑

を終局した後、みんなの党から、除斥期

間を経過した特定Ｂ型肝炎ウイルス感染

者等に対し、除斥期間を経過していない

者と同額の給付金を支給すること等を内

容とする修正案が提出され、国会法第57

条の３の規定に基づき内閣から意見を聴

取したところ、政府としては反対である

旨の意見が述べられた。討論の後、順次

採決の結果、修正案は否決され、本法律

。案は多数をもって原案どおり可決された

なお、本法律案に対し附帯決議が付され

た。

〔国政調査〕

、臓器移植に関する件につい10月25日

て、小宮山厚生労働大臣から臓器移植の

実施状況等に関する報告を聴取した。

、統合医療に関する政府の取10月27日

組状況、病児・病後児保育を拡充する必

要性、離島・中山間地等における雇用創

出策等を充実する必要性、生活保護の医

療扶助の給付方法を適正化する必要性、

年金一元化や最低保障年金創設等の年金

制度改革に向けた検討状況、子どもに対

する手当への所得制限導入による理念の

変化、ＡＥＤ等による救急蘇生法の現状

及び普及推進の取組状況、地域医療再生

交付金を弾力的に運用する必要性、厚生

労働省イレッサ訴訟問題検証チームの調

査資料の情報公開を政治主導で進める必

要性、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉

が我が国の医療制度に与える影響、福島

第一原子力発電所従事者等の放射線被ば

く線量管理の現状等について質疑を行っ

た。

、若年層の歯周病対策におけ12月１日

る予防の重要性及び必要性、子宮頸がん

予防ワクチンの接種推進に対する厚生労

働大臣の決意、年金の物価スライド特例

水準の見直しに関する政府方針、歯科訪

問診療料の算定要件の在り方、ヘリコバ

クター・ピロリ陽性の除菌に対する保険

適用拡大の見込み、訪問介護における生

活援助サービスの平均時間算出に係る問

題、受診時定額負担が医療保険制度の原

則に反するとの指摘に対する見解等につ

いて質疑を行った。

（２）委員会経過

○平成23年10月25日(火)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

社会保障及び労働問題等に関する調査を行う

ことを決定した。

臓器移植に関する件について小宮山厚生労働

大臣から報告を聴いた。

○平成23年10月27日(木)（第２回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

統合医療に係る政府の取組状況に関する件、

病児・病後児保育の拡充に関する件、地方に



おける雇用創出策等の充実に関する件、生活

保護制度の在り方に関する件、年金制度の見

直しに向けた検討状況に関する件、子どもに

対する手当の理念とその在り方に関する件、

ＡＥＤ等による救急蘇生法の普及推進等に関

する件、地域医療再生交付金の弾力的運用に

関する件、厚生労働省イレッサ訴訟問題検証

チームの調査資料の情報公開に関する件、

ＴＰＰ交渉が我が国の医療制度に与える影響

に関する件、福島第一原子力発電所従事者等

の放射線被ばく線量管理に関する件等につい

て小宮山厚生労働大臣、 厚生労働副大臣、

牧厚生労働副大臣、森文部科学副大臣、松下

経済産業副大臣、藤田厚生労働大臣政務官、

津田厚生労働大臣政務官及び政府参考人に対

し質疑を行った。

〔質疑者〕

大島九州男君（民主 、牧山ひろえ君（民）

主 、石橋通宏君（民主 、中村博彦君（自） ）

民 、大家敏志君（自民 、丸川珠代君（自） ）

民 、渡辺孝男君（公明 、秋野公造君（公） ）

明 、川田龍平君（みん 、田村智子君（共） ）

産 、福島みずほ君（社民））

○平成23年12月１日(木)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

若年者の歯周疾患対策の推進に関する件、子

宮頸がん予防ワクチン等の接種事業の充実に

関する件、年金の物価スライド特例水準の見

直しに関する件、歯科診療報酬の在り方に関

する件、胃がん対策の拡充に関する件、生活

援助に係る介護報酬の見直しに関する件、受

診時定額負担導入の是非に関する件等につい

て小宮山厚生労働大臣、 厚生労働副大臣、

奥村文部科学副大臣、後藤内閣府副大臣、藤

田厚生労働大臣政務官、津田厚生労働大臣政

務官及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

石井みどり君 自民 三原じゅん子君 自（ ）、 （

民 、大島九州男君（民主 、西村まさみ君） ）

（民主 、秋野公造君（公明 、川田龍平君） ）

（みん 、田村智子君（共産））

国民年金法等の一部を改正する法律等の一部

（ ）を改正する法律案 第177回国会閣法第22号

について小宮山厚生労働大臣（衆議院送付）

から趣旨説明を、衆議院における修正部分に

ついて衆議院厚生労働委員長池田元 君から久

説明を聴いた。

○平成23年12月６日(火)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

国民年金法等の一部を改正する法律等の一部

（ ）を改正する法律案 第177回国会閣法第22号

、（ ）衆議院送付 について小宮山厚生労働大臣

五十嵐財務副大臣、 厚生労働副大臣、三谷

財務大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を

行い、討論の後、可決した。

〔質疑者〕

丸川珠代君（自民 、渡辺孝男君（公明 、） ）

川田龍平君（みん 、田村智子君（共産 、） ）

（ ）、 （ ）福島みずほ君 社民 石橋通宏君 民主

（第177回国会閣法第22号）

賛成会派 民主、自民、公明、社民

反対会派 みん、共産

特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給

に関する特別措置法案（閣法第５号 （衆議）

について小宮山厚生労働大臣から趣院送付）

旨説明を、衆議院における修正部分について

衆議院厚生労働委員長池田元 君から説明を久

聴いた。

○平成23年12月８日(木)（第５回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給

に関する特別措置法案（閣法第５号 （衆議）

について小宮山厚生労働大臣、 厚院送付）

生労働副大臣、藤田厚生労働大臣政務官及び

政府参考人に対し質疑を行い、討論の後、可

決した。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、古川俊治君 自民 秋野公造君 公明

川田龍平君（みん 、田村智子君（共産 、） ）

福島みずほ君（社民）

（閣法第５号）

賛成会派 民主、自民、公明、共産、社民

反対会派 みん

なお、附帯決議を行った。



○平成23年12月９日(金)（第６回）

理事の補欠選任を行った。

請願第257号外８件は、採択すべきものにし

て、内閣に送付するを要するものと審査決定

し、第32号外108件を審査した。

子宮頸がん予防措置の実施の推進に関する法

の継続審査要律案（第176回国会参第３号）

求書を提出することを決定した。

社会保障及び労働問題等に関する調査の継続

調査要求書を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。


